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れぞれ中国の南方Ｘ市にある三つの総合大学（A 校 B 校 C 校）の日本語学科に所属してい
た。A 大学は、中国の「211 プロジェクト」と「985 プロジェクト」iの重点実施の総合大
学の一つである。日本語学科は 2004 年 11 月に設立され、年間約 240 名の専攻生が在籍し
ている ii。14 名の中国人教師と 3 名の日本人教師を有している。B 大学は 2003 年に創立さ
れた総合大学である。日本語学科は 2005 年に創立され、「経済貿易日本語」と「IT 関連日
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本語」の二つの日本語専攻コースを設置している。在籍学習者数は約 350 名に対し、中国
人教師は 18 名、日本人教師は 3 名いる。C大学は 1981 年に設立された理工系総合大学で、
日本語学科も 1981 年に設置された。現在約 200 名の在籍生がいる。「ビジネス日本語」と
「科学技術日本語」の二つの日本語専攻コースを設置している。中国人教師 12 名に対し、
日本人教師は 2 名である。 
調査は 2007 年 5 月から 8 月までの 3 か月間で実施した。調査協力者のプロフィールは表
１で示すとおりである。    
表 1 調査協力者のプロフィール 
 年齢 性別 学年 学習歴 所属  年齢 性別 学年 学習歴 所属 
S1 19  女  3 2 年半  A校 S9 20  女  3 2 年半 B校 
S2 22  女  3 2 年半 B校 S10 20  男  2 1 年半 C校 
S3 22  女  3 2 年半 C校 S11 20  男  3 2 年半 A校 
S4 20  男  2 1 年半 A校 S12 18  男  3 2 年半 B校 
S5 22  男  3 2 年半 C校 S13 20  女  3 2 年半 A校 
S6 22  男  4 3 年半 B校 S14 22  女  4 3 年半 B校 
S7 20  女  3 2 年半 B校 S15 20  女  2 1 年半 C校 
S8 20  女  3 2 年半 A校 S16 22  女  4 3 年半 A校 
 


































































































































まとめた。全部 19 の概念が抽出され、三つのグループ・カテゴリーに分類できた。 












〈モデル〉 [日本語学習のモデル] 日本語学習の目標、モデルである。 
[人生の生き方のモデル] いい教師は学習者にとって自分が目指す人生の生
き方のモデルである。 





〈指導役〉 [知識を教える人] 教師は学習者に知識を教える存在である。 
〈監督役〉 [日本語学習を監督する人] 教師は学習者の日本語学習を監督する人である。 





































































































































































i 「211 プロジェクト」とは、21 世紀に向けて中国の中央政府が重点的に 112 校のハイレ
ベルの大学と数多くの重点学科を設置するプロジェクトである。「985 プロジェクト」とは、
中央政府が主に 9 大学を建設し、中央政府と地方省の直轄する市との共同で建設した 30校、
合わせて 39 大学を集中に強化するプロジェクトである。 
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